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　【目的】家庭での食育を効果的に行うためには対象となる子どもの課題を明確にすることが重要である。そ

こで、児童の家庭における食事の実態を把握し、問題提起することを目的にアンケート調査を行った。 

　【方法】2019年6月および10月に、Ａ市内の小学校３校の５年生314人を対象に調査を行った。各月の３日

間の朝食および夕食の摂取状況と摂取した食品について質問紙を用いて調査した。 

　【結果および考察】朝食の欠食率は3.4％と少なかった。しかし、朝食で「主食・主菜・副菜」がそろった

食事をしている子どもは18％のみで、「主食のみ」の食事の割合が45％であり、バランスの取れた食事をし

ている子どもは少なかった。夕食における食品の摂取は、牛乳・乳製品を除く食品群で朝食よりも高い割合

だったが、夕食であっても「主食・主菜・副菜」がそろった食事をした子どもは67％であった。主菜の食材と

しては、肉・肉加工品が最も多く（朝62％、夕78％）、魚介類・魚加工品は少なかった（朝12％、夕

26％）。成長期に重要なカルシウム源である牛乳・乳製品の摂取は朝50％、夕43％であった。子どもの嫌い

な食品の上位である野菜の摂取は朝食では20％と少なく、夕食においては70%が摂取していたが、ニンジ

ン・キャベツ・タマネギなど上位５種類の野菜に集中していた。以上の結果より、保護者に対する食事のバラ

ンスや摂取する食品の種類について啓発の必要性がうかがえた。
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